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認めた。またSperry（1946＞7），（1948＞3）はHCI一メタノール
或．いはHCI一アルコール法はイ可れもSphingonlyelinの水解
には不充分であり，半飽和一Ba〔OH）聖水を用いてSphingo－
myelinを：水解し得ると…撮告している。
　著者は第1表に示す分析値を有するSphingomyelin製
品について種々なる水解法を比較したのであるが，HCI一メ
タノール法は第2表に示す如く理論値の最高40％，最低10
％の間を動揺し，Sperryと同様の結果を得た。　NaOH一ア
ルコール法ではC）法72時間が最高で理論値の平均80％，
D）．法及びB）法が75％，A）法は50％であった。また，
Ba（0珂2法は平均50％にすぎなかった。
　著者の得たる成績を，他の研究者の報告と比較すると
NaOH一アルコール法がSphingomyelinの水解に最も優秀
である点においてBrante及び大野，またHCI一メタノー
ル法がSphingomyelinの水解に適しない点においては
Brante，大野及びSperryと一致し，　Thannha’userとは
相反す。Thannhauserの使用せるSphingomyelinは
Reineckate沈澱法により分離されたもので当然かなりの
Hydro－leeithinを含有すると見なされる点にこの矛盾が
存するものと思われる。また飽和一Ba（OH）2がHC1一メタノ
ール法よりも優秀なる点においてSperryの報告に一致す
る．。
結 論
　1．純度約70％のSphingomyelin製品について，そ
のコリン測定に関してHCI一メタノール法，　NaOH一アルコ
ール法及びBa（OH）2法が比較検討された。
　2．Sphingomyelinの定量的水解1こはNaOH一アルコー
ル法が最も優越することが確認されたet
　lN－NaOHアルコール，37℃，72時聞処理が最高の＝リン
値即ち理論値の80％を示し，1N－NaOH一アルコ・・一ル，封管
沸騰水浴中3時間或いは沸騰水浴上2時間がこれに次ぎ，
75％，Brante法は最も低く50％であった。飽和一Ba（OH）2一
水法もまた平均50％の＝リン値を示した。HCl一メタノー
ル法はさらに一低く，Sphingomyelin製品のコリン測定に
は使用し得ないことが確認された。
（昭和30．4．20受付）
Summary
　　Using　the　Sphingomyelin　preparation　（Nitrogen，　to　phosphorous　ratio　of　1．9：1），　ob－
tained　from　the　cattle　brains，　three　hydrolysis　procedures　were　compared　quantitatively
on　the　choline　determination．　lt　was　recognized　that　the　NaOH－ethanol　method，　provid－
ing　about　800／o　of　choline　value，　was　only　available　for　the　quan’titati’ve　hydrolysis　of
sphingomyelin，　while　the　HCI－methnol　and　Ba（OH）2－ethanol　method　yielded　results　which
were　abou’t　800／o　and　400／a　respectively　lower　than　theoretical　value．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Reeeived　April　20，　1955）
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